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平
成
2
7
年
9
月
1
3
日
（
日
）
第
1
2
回
消
防

操
法
大
会
が
上
奥
富
運
動
公
園
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

消
防
操
法
と
は
主
に
消
防
団
員
が
安
全
か

つ
迅
速
な
消
火
活
動
を
目
指
し
た
基
本
操
作

で
あ
り
、
実
際
の
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動

の
基
本
と
な
る
訓
練
に
な
り
ま
す
。

出
場
選
手
達
は
、
数
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓

練
を
積
み
重
ね
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

各
分
団
員
達
は
出
場
隊
へ
熱
い
声
援
を
送

り
健
闘
を
讃
え
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
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平
成
2
7
年
8
月
2
9
日
（
土
）
狭
山
市
内
の
各
会
場
に
て
、
自

治
会
を
メ
イ
ン
と
し
た
総
合
防
災
訓
練
が
雨
天
の
中
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
過
去
の
大
地
震
を
教
訓
に
作
成
さ
れ
た
地
域
防
災
計
画
の
も

と
、
災
害
対
応
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
訓
練
は
、
避
難
誘
導
・

応
急
救
護
・
炊
き
出
し
な
ど
各
会
場
と
も
迅
速
か
つ
適
切
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
狭
山
市
立
南
小
学
校
で
は
、
航

空
自
衛
隊
入
間
基
地
、
狭
山
警
察
署
、
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ン
ネ
ル
ク
ラ

ブ
、
狭
山
市
造
園
業
協
会
な
ど
多
く
の
団
体
が
参
加
し
自
治
会

の
皆
さ
ん
と
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
寄
与
し
ま
し
た
。
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須田分団長

第2分団
岩澤分団長

第3分団
宮岡分団長

第4分団
原烏分団長
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第5分団
高屋敷分団長

第6分団
小包分団長

第7分回
皆川分団長

可　、・・日、、へ・・、　‾・J・‾　r・Lll「‾・「・J l．・、‾、「・、－ト・＿　、■　‾　・・＜　‾‾、－　－＿、ト■1・‘、一一　一＿、＿・、・、・1・、、・・－∴、Lぐ・．、J　　‾、ニー、‾l．　‾㌧・√l　‾　、、、、＿　、－　　＿　一・　▲、1い　、－1　、、1－　‾‾、－　＿　・J・‾＼・＿・一∴、、一　、・

皆
さ
ん
、
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

広
範
囲
に
わ
た
る
災
害
に
、
も
し
私
た
ち
が
運
悪
く
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た

ら

…
消
防
署
、
警
察
署
、
自
衛
隊
。
多
く
の
人
々
が
助
け
を
求
め
ま
す
。
そ

ん
な
時
、
密
接
な
地
元
地
域
と
災
害
と
の
間
に
立
つ
常
時
実
働
可
能
な
唯

一
無
二
の
存
在
。
そ
れ
が
私
た
ち
　
「
消
防
団
」
　
で
す
。

現
在
、
団
員
数
3
0
3
名
、
狭
山
市
を
7
つ
の
地
域
に
分
け
、
分
団

と
し
て
消
防
団
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
が
、

と
り
わ
け
、
そ
の
分

団
を
ま
と
め
る
役
割

を
担
う
7
名
の
分
団

長
は
、
地
元
を
災
害

か
ら
守
る
　
「
キ
ー
マ

ン
」
と
言
え
る
で
し
ょ

う
○
こ
の
7
名
は
、
狭
山

市
を
愛
し
、
地
域
の

人
々
を
大
切
に
想
う

気
持
ち
を
常
に
胸
に

秘
め
た
者
ば
か
り
で

す。
分
団
長
を
中
心
に

平
成
2
7
年
度
も
各
地

域
で
の
消
防
団
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
2
7
年
6
月
7
日
（
目
）
狭
山
消
防
署
訓
練
場
に
て
水
防
工
法
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）
　
の
季
節
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
迅
速
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
訓
練
で
す
。

当
日
は
、
土
嚢
作
り
か
ら
始
ま
り
、
積
み
土
嚢
工
法
・
積
載
は
し
ご
利
用
工

法
・
マ
ン
ホ
ー
ル
噴
出
防
止
工
法
な
ど
消
防
職
員
の
指
導
の
下
、
消
防
団
員
が

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
地
域
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
、
入
団
間
も
な
い
団
員
が
水
防
の
知
識
を

習
得
し
ま
し
た
。
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入
曽
地
区
（
商
人
曽
・
北
入
曽
・
水
野
）
を
一
・
二
部
の
2

車
庫
体
制
で
管
轄
す
る
第
三
分
団
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
一
部
は
入
曽
公
民
館
敷
地
内
に
、
第
二
部
は
山
王
橋
際

に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
、
県
道
所
沢
狭
山
線
を
境
に
管
轄
区

域
を
分
け
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
は
月
に
一
度
ほ
ど
全
分
団
員
で
実
施
す
る
定
期

訓
練
、
月
に
二
度
輪
番
制
で
実
施
す
る
車
両
・
機
械
器
具
整

備
点
検
、
地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
。

な
お
当
分
団
は
昭
和
5
0
年
ま
で
両
車
庫
が
同
じ
敷
地
に
設

置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
訓
練
や
有
事
の
際
は
車
庫
の
垣
根

を
超
え
て
活
動
す
る
な
ど
、
両
車
庫
間
の
連
携
が
非
常
に
強

い
の
が
特
徴
で
す
。

平
成
2
7
年
1
0
月
3
日
に
狭
山
市
女
性
消
防
団
員
の
辞
令
交

付
式
が
狭
山
消
防
署
4
階
講
堂
に
て
行
わ
れ
、
1
3
名
の
女
性

が
入
団
し
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
は
、
既
存
の
男
性
で
組
織
さ
れ
る
消
防
団
活

動
と
は
違
っ
た
多
方
面
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
中
に
、
「
女
性
な
ら
で
は
の
消
防
活
動
と
は
」
・
「
女

性
消
防
団
員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
く
か
」
　
な
ど

を
全
員
で
話
し
合
い
今
後
の
活
動
方
針
を
決
定
し
て
い
き
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
見
守
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
0
月
2
5
日

消
防
団
6
0
週
年
記
念
式
典

場
所
　
狭
山
市
民
会
館

日
月
2
8
日

消
防
団
特
別
点
検

場
所
　
相
原
河
川
敷
公
園

1
2
月
2
9
日
～
1
2
月
3
0
日

歳
末
特
別
警
戒

2
8
年
1
月
9
日

消
防
出
初
式

場
所
　
上
奥
富
運
動
公
園

女
性
消
防
団
員

眞
船
　
依
子

牧
　
芽
久
美

橋
本
　
延
江

阪

田

　

美

幸

中
村
　
光
世

西
久
保
桜
子

林

　

　

実

希

酒
井
奈
々
子

小
久
保
典
子

朝
重
　
喜
春

伊
藤
真
理
子

平
井
　
晶
美

山
崎
　
風
子

全
て
の
記
事
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
狭
山
市
役
所

市
民
部
防
災
課
ま
で
。

0
4
　
（
2
9
5
3
）
　
1
1
1
1

◇
広
報
委
員
会

委
員
長

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

統

　

括

栗
原
　
大
輔

島
村
　
利
浩

岸
本
　
賢
一
郎

指
田
市
川
栗
原
細
田
濾
谷
粕
谷

太敏
之
忠
寿
憲
一
友
章
紀
仁


